
 

 

 
 

 

平成２７年千葉市教育委員会会議 

第１回臨時会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市教育委員会 



 

 

平成２７年千葉市教育委員会会議第１回臨時会会議録 

 

日時 平成２７年３月１１日（水） 

    午後２時００分開会 

    午後２時２５分閉会 

場所 教 育 委 員 会 室 

 

 

出席委員 委 員 長 和田 麻理 

     委 員 中野 義澄 

     委 員 内山 英夫 

     教 育 長 志村  修 

 

出席職員 教 育 次 長 田辺 裕雄  教 職 員 課 長 伊藤  剛 

  教 育 総 務 部 長 米満  実  総務課人事・労務担当課長 武  大介 

学 校 教 育 部 長 磯野 和美  総 務 課 総 括 主 幹 小名木啓一 

総 務 課 長 石野 隆史   

    

 

書  記 総 務 課 長 補 佐 山本 春樹  総 務 課 主 任 主 事 杉山  隆 

          総 務 課 総 務 係 長 渡邊  実  総 務 課 主 任 主 事 佐久間暁子 

     総 務 課 人 事 係 長 鴇田 昌奈  総 務 課 主 事 荒井 博行 



 

 

１ 開会 

和田委員長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

過半数委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

和田委員長より中野委員を指名 

４ 会期の決定 

平成２７年３月１１日（１日間）ということで全委員異議なく決定 

５ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

６ 会議録の承認 

  平成２６年第２回臨時会会議録を全委員異議なく承認 

７ 議事の概要 

(1)非公開事項の決定 

報告第２号及び議案第１０号を非公開審議とする旨決定 

(2)臨時代理報告 

  報告第１号 条例案に対する意見について 

   石野総務課長より報告があった。 

  報告第２号 事務局等職員の処分について 

   武総務課人事・労務担当課長より報告があった。 

 (3)議決事項 

  議案第１０号 県費負担教職員の人事について 

   伊藤教職員課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり

可決した。 

 (4)発言の要旨 

  報告第１号 条例案に対する意見について 

   和田委員長 総務課長、報告をお願いします。 

   石野総務課長 報告第１号「条例案に対する意見について」、千葉市教育委

員会組織規則第９条第１項の規定に基づき臨時代理により処理

したので、同条第２項の規定に基づき報告します。 

 前回の教育委員会会議で議決をいただき、平成２７年第１回千

葉市議会定例会に提出されました、「千葉市教育委員会委員定数

条例等の一部改正」について、平成２７年２月１０日に、市議会

から意見照会を受けました。 



 

 

 なお、この意見照会の根拠法令は、「地方教育行政の組織及び

運営に関する法律」の第２４条の２第２項の規定となります。 

 照会内容は、前回の教育委員会会議で議決をいただきました条

例案と同じ内容で意見照会がされました。また、その回答期限に

ついては、意見照会を受けた日の３日後の２月１３日とすること

が伝えらました。 

 このため、教育長は、教育委員会会議を招集する機会がないと

判断し、臨時代理によって、２月１２日に、回答文のとおり異議

ない旨を回答しました。 

 なお、この条例案に対する市議会の採決は、３月５日に可決さ

れました。 

  報告第２号 事務局等職員の処分について 

   委 員 長 総務課人事・労務担当課長、報告をお願いします。 

   人事・労務担当課長  報告第２号「事務局等職員の処分について」、千葉市教育委員

会組織規則第９条第１項の規定に基づき臨時代理により処理し

たので、同条第２項の規定に基づき報告します。 

 事案は、市長部局における市営住宅の家賃の過大徴収に関する

職員の処分です。事件の概要は誤った徴収により平成２１年度か

ら２５年度分の家賃を過大に徴収していたため、事件後に人事交

流により教育委員会に異動となっている職員の処分に対して２

月４日市長から処分の依頼があったことから、同日服務監理委員

会を開催し、懲戒戒告が相当であるとの答申を教育長に対して行

いました。職員の処分に係る事柄ですので、教育委員会会議に諮

り議決を頂くところですが、市長部局との処分日と合わせる必要

があったことから、教育長の臨時代理により２月５日に処分を実

施しました。 

被処分者の職及び氏名は、処分者●●図書館主任主事●●●●。

なお、事件後の所属は都市局●●●●●●●●●●●でしたが、

事件後、定年退職し現在は再任用職員として●●図書館に勤務し

ています。 

処分内容は、懲戒戒告。処分年月日は、平成２７年２月５日で

す。処分理由は記載のとおりですが、地方公務員法第２９条第１

項第１号から第３号各号に規定する懲戒事由に該当することか

ら処分を行ったものです。 

議案第１０号 県費負担教職員の人事について 

   委 員 長 教職員課長、説明をお願いします。 



 

 

   教職員課長 「県費負担教職員の人事について」、説明します。 

当該議案は、平成２７年３月３１日付け及び同年４月１日付け

千葉市立小学校、中学校及び特別支援学校の校長及び教頭の県費

負担教職員の管理職人事発令について、千葉市教育委員会組織規

則第８条第４号の規定に基づき、議決を求めるものです。 

本年４月１日付けの管理職の人事発令においては、「平成２６

年度末及び２７年度公立学校職員人事異動方針」に基づき、特に

次の事項に配慮しました。 

１つとして、大幅交代期を踏まえ、特に責任感と管理能力に優

れ、高い識見を有した管理職の登用に努めたこと、２つとして、

教育効果を高め、調和的な学校運営が行われるよう、適材適所の

管理職人事を推進したこと、３つとして、女性管理職の登用につ

いては、積極的に推進したこと、なお、管理職登用に当たり、原

則同一校での昇任は行っていません。 

それでは人事異動一覧に基づき、「校長の部」から説明します。 

まず退職ですが、「新宿小学校長 沼倉 徹」をはじめ、５３

人です。 

内訳は、小学校３８人、中学校１５人であり、そのうち「院内

小学校長 塙 久美子」はじめ、６人の女性校長が退職となりま

す。なお、定年退職校長５１人の平均在職年数は４.２年です。 

次に新任ですが、「千城小学校長 飯塚 清」はじめ、５０人

を昇格させたいと考えています。 

内訳は、小学校３５人、中学校１４人、特別支援学校１人です。

新任校長のうち、最年少は、「小中台小学校長 中嶋 のり子」

をはじめ、８人の５４歳、最年長は「更科小学校長 水野 美由

紀」をはじめ、２０人の５７歳です。また、新任校長の平均年齢

は５６.９歳です。 

女性の登用ですが、新任校長は１３人となります。なお、女性

校長の全体の数は２７人となり、昨年度より７人の増となります。 

次に転出ですが、県との人事交流として、「現花見川第二小学

校教頭 佐久間 武」が市原市立石塚小学校へ新任校長として赴

任します。 

次に採用ですが、こちらも県との人事交流により、「千葉県教

育庁教育振興部指導課 主席指導主事 伊世 亮」を西の谷小校

長として採用します。 

次に配置換えですが、「本町小学校長 神尾 祝子」はじめ、



 

 

２１人です。 

内訳は、小学校１１人、中学校１０人です。 

次に再任ですが、教育委員会から再度、校長として学校現場に

転任する者で、「新宿小学校長 遠藤 悟」はじめ、７人です。 

この７人の校長相当職としての事務局在職年数は平均３．３年

となっています。 

次に「行政へ」ですが、校長から教育委員会事務局に入る者で

す。「現小中台小学校長 三橋 和生」はじめ、７人です。これ

らの者の平均年齢は５５．１歳です。全員が、教頭時代に本市の

教育委員会事務局を経験しています。 

また、「現大森小学校教頭 尾後貫 智」がアムステルダム日

本人学校の新任校長として転出します。 

これまでが校長の異動です。校長の異動にあたっては、学校規

模や学校の状況、また校長としての経験年数等を配慮するととも

に、過去に勤務経験があり、学区を熟知している学校であるか、

また研究指定校の有無や、生徒指導上の課題等を勘案しながら、

これまでの経験や実績を踏まえて、適正配置に努めました。 

また、特別支援学校や特別支援学級を設置している学校につい

ては、特別支援教育に長けた校長を配置するなどの配慮をしまし

た。 

次に、「教頭の部」について説明します。 

まず退職ですが、「横戸小学校 内浦 勝之」をはじめ、５人

です。 

続いて新任ですが、「新宿小学校 伊藤 芳仁」をはじめ、

５３人です。 

内訳は、小学校３６人、中学校１５人、特別支援学校２人で、

昇格者の平均年齢は、５１．７歳です。最年少は４９歳で、「都

賀の台小学校 八斗 孝之」をはじめ、８人です。最年長は５７

歳で、「緑が丘中学校 櫻井 智」となっています。 

また、女性の登用ですが、「大森小学校 末吉 眞弓」はじめ

５人です。これにより、平成２７年度の女性教頭は今年度の２９

人から３人減り、２６人となります。 

次に転出ですが、県との人事交流を終え、「幕張南小学校教頭 

高梨 秀胤」が、八千代市教育委員会青少年センター所長として

転出し、新たな交流として「現上の台小学校教諭 小玉 理恵子」

が、八千代市立村上北小学校の新任教頭として転出します。 



 

 

また、「市原市立国分寺台西小学校教頭 池田 昌子」が蘇我

小学校教頭として転入します。 

次に採用ですが、千葉県との人事交流により「千葉県総合教育

センター研究指導主事 大野 文昭」が生浜小学校教頭として採

用になります。 

次に配置換えですが、「寒川小学校 伊藤 浩之」をはじめ、

１７人です。内訳は、小学校６人、中学校１１人です。 

校長の配置換えと同様に、経験年数、教科等の専門性、学校規

模等、様々な要件を考慮し、適材適所の配置に努めるとともに、

新任の教頭については、校長経験者との組み合わせ、そして、教

頭経験者について、新任の校長と組み合わせるなど、校長・教頭

の経験年数に応じてバランスのとれた配置となるよう配慮した

ところです。 

最後に「行政へ」ですが、教頭職から教育委員会事務局等へ異

動する者で、「現新宿小学校 山﨑 二朗」はじめ、１３人で、

これらの者の平均年齢は５２.５歳です。 

最後に、「現貝塚中学校主幹教諭 百瀬 幸徳」がマニラ日本

人学校の新任教頭として転出します。 

今後の予定ですが、県費負担教職員については、３月１３日

（金）に内示を行い、３月２７日（金）に県教育委員会とともに

記者会見を行い、３月２８日（土）の朝刊に人事異動一覧が公表

される予定です。 

なお、３月３０日（月）に新宿中学校において、平成２６年度

末の辞令交付式及び退職者顕彰式を行う予定になっています。 

また、参考資料として、管理職の推移について、この５年間の

校長・教頭・女性管理職の登用状況を載せています。             

   委 員 女性校長・教頭についての話がありましたが、ここ数年感じ

ることなのですが、女性だからというわけではありませんが、大

変立派な人物であるのだろうなと思います。安心してお任せでき

ると思っています。これからもぜひ期待したいと思います。 

   委 員 長 昨年のことを少し忘れてしまったのですが、校長の配置換え

について、昨年人数が少なかったのは、何か理由がありましたよ

ね。 

教職員課長 先ほど申し上げたとおり、校長と教頭、教務主任も含めてです

が、そのあたりのバランスを考えて行いますので、昨年度、校長

の配置換えについてはその辺も配慮した結果、５人ということで



 

 

非常に少なくなっています。 

委 員 長 今年は、そのような不都合、不都合と言ってはなんですが、例

年通りに配置換えができるような状況になったとい

う事でしょうか。 

   教職員課長 そうです。 

   委 員 海外の日本人学校に校長や、教頭として行かれるのは何か決

まりがあるのですか。定期的に千葉市から行っているのですか。 

教職員課長 日本人学校については、一般教諭で日本人学校を希望する者が

選考等を受けて、基本的には３年間ですが、日本人学校に行く

ようになっています。今回、尾後貫教頭と百瀬主幹教諭は希望

し、２人とも校長・教頭の名簿に登載されていますので、その

職として希望し、人選されたということになります。 

   委 員 長 これは文科省からの委嘱となるのですか。 

教職員課長 そうです。 

   委 員 長 この海外の日本人学校に行かれた教員は、その任期が終わる

と千葉市に戻って、千葉市の教員として勤務するということです

よね。 

個々の教員の異動については、事務局で十分に考えていると

思います。全体として、校長の退職者数が多い状況がまだこの後

も続くと思いますので、今回に限らず長期的な展望をもって、人

事の異動など適正な配置を行うよう引き続きお願いします。 

 

８ 閉会 

  和田委員長より閉会を宣言 

 

 


